


























要旨:小児気管支喘息は、頻度の高い疾患であり、また近年若年者の男児において死亡率

が上昇している。それゆえ、その発症原因、死亡率増加の原因解明が急がれるとともに、

適切な小児気管支喘息治療マニュアルの研究が望まれる。小児気管支喘息治療マニュアル

については、日本アレルギー学会より出されているアレルギー疾患治療ガイドラインがあ

るが、必ずしもまだ臨床の現場に広く用いられていないきらいがある。その原因は、疾患、

治療に対する患者側の理解の不足の間題であり、一方で医療者にとっての繁雑さや co-

medical への内容の情報伝達不足などが考えられる。そこで、今回はその内容をより簡便

で理解しやすく、また現場で医療従事者全員が使用しうるマニュアルの作成を行った。ま

た、医療意見書作成上の注意点についても触れた。なお、本マニュアルでは疾患概念・臨

床像、診断・治療、生活指導・文献を分担して作製した。


